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辻仲 利政 

外科は、がん治療および外科治療における標準治療の確立と先進医療の開発を目的として、以下

の方針に基づいて臨床および研究を行ってきました。 

1) 専門性および先進性の高い医療(臓器別専門治療体制) 

2) 医療の質の向上とチーム医療の推進 

3) 標準治療の確立と臨床共同研究の推進 

4) 各種がんに対する集学的治療の推進 

5) 外科手術の改善と向上 

6) 周術期管理の改善と向上 

本年度も多くの学会発表、論文発表、司会および講演を行ってきました。欧文誌への掲載や国際

学会での発表も増加してきました。当施設が関与してきた重要な臨床研究結果発表の著者もしくは

共著者として関わることができました。目指してきた方針が定着してきたことが立証されました。

チーム医療を推進してきた結果、外科病棟に関係する看護師および薬剤師、栄養士からも多くの学

会発表が継続してなされました。論文として発表する必要性も認識されるようになりました。依頼

講演の件数もいっそう増加し、病院評価の向上に役立っていると考えています。若手医師も積極的

に研究発表と論文発表を行ってくれました。熱心に若手指導を行ってくれたスタッフ各位の努力の

おかげです。 
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Matsubara J, Honda K, Ono M, Sekine S, Tanaka Y, Kobayashi M, Jung G, Sakuma T, Nakamori S, Sata N, 

Nagai H, Ioka T, Okusaka T, Kosuge T, Tsuchida A, Shimahara M, Yasunami Y, Chiba T, Yamada T. . 

Identification of adipophilin as a potential plasma biomarker for colorectal cancer using label-free 
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Miki Y, Fujitani K, Hirao M, Kurokawa Y, Mano M, Tsujie M, Miyamoto A, Nakamori S, Tsujinaka T. . 

Significance of surgical treatment of liver metastases from gastric cancer. . Anticancer Res. 2012 ; 32 ( 2 ) : 

665 - 670 ( 2012 年 2 月) 
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Asaoka T.Island ER,Tryphonopoulos P,Selvaggi G,Moon J,Tekin A,Amador A,Levi DM,Garcia J,Smith 

L,Nishida S,Weppler D,Tzakis AG,Ruiz P . Characteristic immune, apoptosis and inflammatory gene 

profiles associated with intestinal acute cellular rejection in formalin-fixed paraffin-embedded mucosal 
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増田慎三：治療編 薬物療法 新しい化学療法剤-ゲムシタビン、ナブパクリタキセル、エリブリ

ン「乳癌レビュー 2012 Breast Cancer Review 2012」戸井雅和、196-206、メディカルレビュー社、大
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鞍田三貴、三浦あゆみ、松田理恵、今西健二、辻仲利政:臨床研修医における研修開始後の食行動変

化と体脂肪量の変化―ＮＳＴ研修プログラムによる試みから―「肥満研究 」17（3）：P210-215、

2011 年 



中森正二、遠藤和喜雄、大里浩樹、柴田高、武田裕、東野健、蓮池康徳、桝谷誠三、森本卓、土岐
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二、辻仲利政 ： 胃癌治癒切除後の腹部大動脈リンパ節再発に対する外科切除の意義 「 日外科系
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藤谷和正 ： うまく続ける消化管がん化学療法: 腹腔内洗浄細胞診陽性胃がんに対する治療 「 消

化器 Book 6, .羊土社、東京. 」    Ｐ． 80 - 84 、 2011 年    

 

 

 平尾素宏 ： 3 章 画像検査 ③内視鏡検査 ④超音波検査 「 消化器外科 NURSING2011 」 16 

（ 8 ） ： Ｐ． 804 - 807 、 2011 年 8 月 



宮崎道彦、池永雅一、安井昌義、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 ： 裂肛性痔瘻 「 日本大腸肛門

病学会雑誌 ※主題Ⅲ：慢性裂肛の治療（Ⅵ.裂肛性痔瘻） 」 64 （ 10 ） ： P. 907 - 911 、 2011 

年 10 月 

 

宮崎道彦、安井昌義、池永雅一、三嶋秀行、中森正二、田中玲子、辻仲利政 ： 多発痔瘻の検討(IBD

非合併症例) 「 臨床肛門病学 」 3 （ 2 別冊 ） ： P. 84 - 88 、 2012 年 2 月 

 

池永雅一、山本和義、宮本敦史、辻仲利政 ： 術後絶食期間と経口摂取開始期の栄養管理 「 Nutrition 

Care 」 4 （ 11 ） ： Ｐ． 1127 - 1135 、 2011 年 11 月 

 

松並展輝、龍田眞行、西 敏夫、中野芳明、沢井ユカ、中山貴寛、徳田由紀子、池本美奈子、神垣

俊二、増田慎三、篠原範充、古妻嘉一 ：地域開催型マンモグラフィ勉強会の意義について-ア

ンケート調査を併用した読影試験結果解析より- 「日乳癌検診学会誌  (Japan Association of 

Breast Cancer Screening)」、20（1）：P53‐63、2011 年 3 月 

 

後藤裕信、池永雅一、平尾素宏、藤谷和正、末田聖倫、辻江正徳、安井昌義、宮本敦史、宮崎道彦、

三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 ： 胃癌手術における機械的腸管前処置の省略に関する検討 「 日

本臨床外科学会雑誌 」 72 （ 9 ） ： Ｐ． 2183 - 2187 、 2011 年 9 月 

 

末田聖倫、辻江正徳、安井昌義、宮本敦史、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、藤谷和正、三嶋秀行、

中森正二、辻仲利政 ： 外科手術を施行した HIV 陽性急性虫垂炎における術後合併症の検討 「 日

本外科感染症学会雑誌 」 8 （ 3 ） ： Ｐ． 199 - 203 、 2011 年 8 月 

 

末田聖倫、辻江正徳、宮本敦史、中森正二、辻仲利政 ： 短期間で腫瘤の増大と血清 CA19-9 の著

増を認めた化膿性黄色肉芽腫性胆嚢炎の 1 例 「 臨床外科 」 67 （ 1 ） ： P. 130 - 134 、 2012 

年 1 月 

 

中塚梨絵、辻江正徳、宮本敦史、高見康二、中森正二、辻仲利政 ： 肝門部胆管癌術後に生じた気

管支胆汁瘻の１例 「 手術 」 65 （ 8 ） ： Ｐ． 1213 - 1216 、 2011 年 7 月 

 

松野裕旨、平尾素宏、田中英一、藤谷和正、荒木学、葛下典由、三田英治、安井昌義、池永雅一、

宮本敦史、宮崎道彦、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 ： RFA および放射線治療により長期生存し

ている胃癌肝転移の１例 「 癌と化学療法 」 38 （ 12 ） ： Ｐ． 1957 - 1959 、 2011 年 11 月 

 

A-4 

辻仲利政：食道・胃がん患者の栄養管理ポイント 「プロフェッショナル がんナーシング」 1 

2 :92-93、 2011 年 4 月 

 

中森正二 ： 非特異的腫瘍マーカーの意義と臨床応用 「 成人病と生活習慣病 [日本成人病（生

活習慣病）学会準機関誌] 



※特集/腫瘍マーカー－その今日的解釈（理解）と応用 」 41 （ 6 ） ： P. 741 - 743 、 2011 年 6 

月    

 

中森正二、宮本敦史、浅岡忠史 ： 胆道がん手術－切除適応となるのはどこまでか？ 「 臨床腫瘍

プラクティス 

※特集 胆道がん治療の最新知識 」 7 （ 4 ） ： P. 370 - 373 、 2011 年 11 月    

 

古川健太、池永雅一、宮崎道彦、安井昌義、三嶋秀行、辻仲利政 ： 開腹術後のドレーン抜去部に

生じた Richter ヘルニアの１例       「 臨床外科 」 66 ( 7 ) : P. 968 - 971 、 2011 年 7 月 

 

増田慎三：乳腺診療症例診断クイズ 乳腺炎 NTT ドコモ医師向け情報サービス「MD＋」web、2011

年 

   

増田慎三、山村 順、水谷麻紀子 ：特集 乳癌治療-病態別治療の体系化 原発性乳癌の病態と治

療指針-Luminal A 乳癌に対する術前内分泌療法 「カレントテラピー」29（5）： P367‐373、

2011 年 5 月 

 

増田慎三：特集 乳がん-最新の乳がん治療選択の方向性 「腫瘍内科」7（4）： P305‐308、2011

年 4 月 

 

増田慎三： 特集｢乳癌最前線」 原発性乳癌―術前・術後薬物療法「クリニシアン」（600）： 

P532‐544、2011 年 8 月 

 

増田慎三：On going clinical study: JBCRG-13 試験（トリプルネガティブまたは ER/PgR 低発現 HER2

陰性乳癌における Metronomic PCX 療法とそれに続く FEC 療法の術前化学療法第Ⅱ相試験 

UMIN000003570)「Cancer Board 乳癌」4 （2）： P89‐90 、2011 年    

 

大野真司、Pippen.J, 柏葉匡寛, 相良安昭、中山貴寛、増田慎三： 標準治療を構築するための臨

床試験力-US Oncology の取り組みから学ぶ「Cancer Board 乳癌」4（1）： P31‐38、2011 年 3

月 

 

古川健太、辻江正徳、宮本敦史、中森正二、辻仲利政 ： 臍転移で発見された膵体部癌の 1 例 「 日

本臨床外科学会雑誌 」 72 ( 5 ) : P. 1256 - 1260   2011 年 5 月 
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second-line 
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藤清顕、田中靖人、溝上雅史、池原譲、成松久 ： 肝細胞がんの血清糖鎖バイオマーカーの開発 。 

第 31 回日本分子腫瘍マーカー研究会 、 名古屋 、 2011 年 10 月 
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池永雅一、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 ： 食道癌根治切除術後の肺転移にたいする切除の意義 。 

第 73 回日本臨床外科学会 、 東京 、 2011 年 11 月 

 

宮本敦史、池永雅一、安井昌義、辻江正徳、末田聖倫、山下公太郎、武岡奉均、宮崎道彦、平尾素
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大池敦子、 藤田和代、鳥山明子、岡田彩、庄野裕志、島田志美、西野万寿子、風間敬一、林伊吹、

辻仲利政 ：SGA（主観的包括的栄養評価）と ODA（客観的栄養評価）の評価結果に影響する要因

の検討。 第 27 回日本静脈経腸栄養学会、神戸、2012 年 2 月 

 

辻仲利政   会長講演。 第 84 回日本胃癌学会総会、 大阪、 2012 年 2 月 



大田真紀代、中水流正一、田中絵里、伊藤麻里、荒木学、末村茂樹、吉岡千晶、湯口清徳、長谷川

裕子、榊原祐子、由雄敏之、外山隆、葛下典由、三田英治、古田健太、辻江正徳、宮本敦史、中森

正二 ： Sister Mary Joseph's nodule を契機に診断された膵癌の 1 例 。 第 97 回日本消化器病学会総

会 、 東京 、 2011  年 5 月 

 

末村茂樹、中水流正一、岩崎竜一朗、荒木学、湯口清徳、長谷川裕子、榊原祐子、由雄敏之、外山

隆、葛下典由、三田英治、原尚志、辻江正徳、宮本敦史、中森正二、上平朝子 : HIV 感染症に合併

した肝門部胆管癌の 1 切除例 。 第 47 回 日本胆道学会学術集会 、 宮崎 、 2011 年 9 月 

 

菊池正二郎、中森正二、盛本浩二、保井裕子、小澤りえ、多田武志、山下英孝、海辺展明、大嶋勉、

堀高明、竹村雅至、笹子三津留 : 胃がん腹膜転移におけるバイオマーカーの網羅的解析 。 第 16 回 

日本外科病理学会学術集会 、 大阪 、 2011 年 9 月 

 

菊池正二郎、盛本浩二、中森正二、落合登志哉、辻村亨、廣田誠二、松原長秀、冨田尚裕、笹子三

津留 : 胃がん組織の多様性と浸潤性における EMT の網羅的解析 。 第 70 回 日本癌学会学術総

会 、 名古屋 、 2011 年 10 月 

 

（座長） 中森正二 : 企画関連口演 27「総胆管結石症」 。 第 66 回 日本消化器外科学会総会 、 

名古屋 、 2011 年 7 月 

 

（座長） 中森正二 : 一般演題（口演）「膵がん治療（4）」 。 第 42 回 日本膵臓学会大会 、 弘

前 、 2011 年 7 月 

 

（司会） 中森正二 : 主題関連演題Ⅱ「主題 1 バイオマーカー 胆膵・大腸」 。 第 16 回 日本

外科病理学会学術集会 、 大阪 、 2011 年 9 月 

 

（座長） 中森正二 : 優秀示説 27「胆・膵」 。 第 49 回 日本癌治療学会学術集会 、 名古屋 、 

2011 年 10 月 

 

（座長） 中森正二 : 主題関連演題ビデオ「手術・そこが知りたい！（膵消化管吻合）1」 。 第 73 

回 日本臨床外科学会総会 、 東京 、 2011 年 11 月 

 

（司会） 中森正二 : 膵 2「急性膵炎」 。 第 48 回 日本腹部救急医学会総会 、 金沢 、 2012 年 

3 月 

 

座長 ) 三嶋秀行 ： 「UC］ 。 第 66 回日本消化器外科学会総会 、 名古屋 、 2011 年 7 月 

 

座長 ) 三嶋秀行 ： 化学療法 大腸 3 。 第 19 回日本消化器関連学会週間(JDDW2011) 、 福岡 、 

2011 年 10 月 

 



座長   三嶋秀行 ： 外来化学療法の効率化と安全への取り組み 。 第 73 回日本臨床外科学会総

会 、 東京 、 2011 年 11 月 

 

 藤谷和正、平尾素宏、辻江正徳、安井昌義、大宮英泰、宮本敦史、池永雅一、高見康二、三嶋秀

行、中森正二、辻仲利政 ： 胃癌における adjuvantS-1 投与後の新たな課題 。 第 111 回日本外科

学会定期学術集会 、 東京 、 2011 年 5 月 

 

 藤谷和正、平尾素宏、辻江正徳、安井昌義、宮本敦史、池永雅一、三嶋秀行、中森正二、辻仲利

政 ： 胃癌に対する Neoadjuvant chemotherapy の endpoint: pNstage の重要性と胃切除標本の組織学

的効果の限界 。 第 66 回日本消化器外科学会総会 、 名古屋 、 2011 年 7 月 

 

座長 ) 藤谷和正 ： 胃癌 7 。 第 73 回日本臨床外科学会総会 、 東京 、 2011 年 11 月 

 

座長 ) 藤谷和正 ： 高齢者 胃 。 第 66 回日本消化器外科学会総会 、 名古屋 、 2011 年 7 月 

 

座長 ) 藤谷和正 ： 救急疾患の診断・治療 胃・十二指腸  。 第 19 回日本消化器関連学会週間

(JDDW2011) 、 福岡 、 2011 年 10 月 

 

座長 ) 藤谷和正 ： 主題 III 。 第 33 回日本癌局所療法研究会 、 大阪 、 2011 年 6 月 

 

座長 ) 藤谷和正 ： 術前化学療法 。 第 84 回日本胃癌学会総会 、 大阪 、 2012 年 2 月 

 

司会 ) 藤谷和正 ： 小腸 4 異物・魚骨 。 第 48 日本腹部救急医学会総会 、 金沢 、 2012 年 3 

月 

 

髙見康二、大宮英泰、徳永俊照、前田純、東山聖彦、眞能正幸、栗山啓子、児玉憲、辻仲利政 ： 13

年の経過中に肺原発 MALT リンパ腫の多発と原発性肺癌の多発を認め切除しえた一症例 。 第 28

回日本呼吸器外科学会総会 、 別府 、 2011 年 5 月 

 

髙見康二、大宮英泰、辻江正徳、安井昌義、宮本敦史、池永雅一、平尾素宏、藤谷和正、三嶋秀行、

中森正二、辻仲利政 ： 肺癌に対する肺切除マージン洗浄細胞診の妥当性に関する検討 。 第 111

回日本外科学会定期学術集会 、 紙上  

 

髙見康二、大宮英泰、小河原光正、眞能正幸、徳永俊照、前田純、岡見次郎、東山聖彦、中森正二、

辻仲利政、児玉憲 ： 胸腺上皮性腫瘍手術例に対する胸腔内洗浄細胞診または心嚢液細胞診の胸膜

播種再発予測に関する検討 。 第 52 回日本肺癌学会総会 、 大阪 、 2011 年 11 月 

 

平尾素宏、藤谷和正、中森正二、三嶋秀行、池永雅一、安井昌義、宮本敦史、辻江正徳、辻仲利政 ： 

安全かつ安心な周術期腸瘻栄養管理ー上部消化管手術 R-Y 再建時の腸瘻造設術の当院での工夫 。 

第 66 回日本消化器外科学会総会 、 名古屋 、 2011 年 7 月 



平尾素宏、高見康二、大宮英泰、藤谷和正、辻仲利政 ： 食道癌術後肺転移にたいする切除の意義

-標準化に向けて- 。 第 65 回日本食道学会学術集会 、 仙台 、 2011 年 9 月 

 

平尾素宏、山本和義、藤谷和正、中森正二、三嶋秀行、池永雅一、安井昌義、宮本敦史、浅岡忠史、

辻仲利政 ： 胃管癌にたいする外科的治療ー当院の経験ー 。 第 84 回日本胃癌学会総会 、 大阪 、 

2012 年 2 月 

 

座長 ) 平尾素宏 ： 周術期管理 。 第 84 回日本胃癌学会総会 、 大阪 、 2012 年 2 月 

 

宮崎道彦、池永雅一、安井昌義、平尾素宏、藤谷和正、宮本敦史、辻江正徳、高見康二、大宮英泰、

三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 ： 抗血栓療法施行中の症例に対する肛門手術の検討（ALTA 療法

を除く） 。 第 111 回日本外科学会定期学術集会 、 紙上  

 

宮崎道彦、安井昌義、池永雅一、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 ： 腰椎麻酔下の core needle biopsy

で診断し得た肛門癌の 3 例 。 第 49 回日本癌治療学会学術集会 、 名古屋 、 2011 年 10 月 

 

宮崎道彦、池永雅一、安井昌義、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 ： 殿部膿皮症（慢性化膿性汗腺

炎）の検討 。 第 66 日本大腸肛門病学会学術集会 、 東京 、 2011 年 11 月 

 

池永雅一、三嶋秀行、安井昌義、宮崎道彦、辻江正徳、宮本敦史、平尾素宏、藤谷和正、中森正二、

辻仲利政、 ： ERAS プロトコールをクリニカルパスに組み入れた大腸癌周術期管理 。 第 66 回日

本消化器外科学会総会 、 名古屋 、 2011 年 7 月 

 

池永雅一、安井昌義、宮崎道彦、三嶋秀行、辻江正徳、宮本敦史、平尾素宏、藤谷和正、中森正二、

辻仲利政 ： ERAS プログラム実践での大腸癌手術周術期管理 。 第 19 回日本消化器関連学会週間

(JDDW2011) 、 福岡 、 2011 年 10 月 

 

座長 ) 池永雅一 ： 血管病変 他 。 第 66 回日本消化器外科学会総会 、 名古屋 、 2011 年 7 月 

 

座長 ) 池永雅一 ： 腹部救急領域の画像診断 4 。 第 48 回日本腹部救急医学会総会 、 金沢 、 2012 

年 3 月 

 

 大宮英泰、高見康二、辻仲利政、栗山啓子、児玉良典、眞能正幸 ： Micronodular thymoma with 

lymphoid stroma の 1 例 。 第 28 回日本呼吸器外科学会総会 、 別府 、 2011 年 5 月 

 

 大宮英泰、高見康二、辻仲利政、中森正二、三嶋秀行、藤谷和正、平尾素宏、宮崎道彦、池永雅

一、宮本敦史、増田慎三、安井昌義、辻江正徳、山村順、水谷麻紀子 ： 外科領域癌患者における

薬剤性肺障害診療の現状 。 第 111 回日本外科学会定期学術集会 、 紙上  

 



大宮英泰、高見康二、辻仲利政、藤谷和正、平尾素宏 ： 外科領域癌患者における薬剤性肺障害診

療の現状 。 第 64 回日本胸部外科学会定期学術集会 、 名古屋 、 2011 年 10 月 

 

大宮英泰、高見康二、辻仲利政、中森正二、小河原光正、栗山啓子、児玉良典、眞能正幸 ： 多形

癌および腺癌の同時性多発肺癌の 1 例 。 第 52 回日本肺癌学会総会 、 大阪 、 2011 年 11 月 

 

宮本敦史、中森正二、辻江正徳、安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、藤谷和正、三嶋秀行、

辻仲利政 ： 肝切除術に対する肥満の影響 。 第 23 回日本肝胆膵外科学会・学術集会 、 東京 、 

2011 年 6 月 

 

宮本敦史、中森正二、辻江正徳、水谷麻紀子、山村順、安井昌義、増田慎三、大宮英泰、池永雅一、

宮崎道彦、平尾素宏、高見康二、藤谷和正、三嶋秀行、辻仲利政 ： 膵頭十二指腸切除術における

肥満の影響 。 第 111 回日本外科学会定期学術集会 、 紙上  

    

宮本敦史、中森正二、辻江正徳、安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、藤谷和正、三嶋秀行、

辻仲利政 ： 大量肝切除症例における早期経腸栄養の意義 。 第 66 回日本消化器外科学会総会 、 

名古屋 、 2011 年 7 月 

 

宮本敦史、中森正二、辻江正徳、安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、藤谷和正、三嶋秀行、

辻仲利政 ： 浸潤性膵管癌根治切除後の残膵癌に対して外科的切除を施行した 2 例 。 第 42 回日

本膵臓学会大会 、 弘前 、 2011 年 7 月 

 

宮本敦史、中森正二、辻江正徳、浅岡忠史、山本和義、安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、

藤谷和正、三嶋秀行、辻仲利政 ： 肝細胞癌切除後の多発残肝再発に対する減量再肝切除 。 第 49

回日本癌治療学会学術集会 、 名古屋 、 2011 年 10 月 

 

宮本敦史、中森正二、辻江正徳、安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、藤谷和正、三嶋秀行、

辻仲利政 ： 胆管切除を伴う肝切除における早期経腸栄養の意義 。 第 19 回日本消化器関連学会

週間(JDDW2011) 、 福岡 、 2011 年 10 月 

 

宮本敦史、中森正二、辻江正徳、浅岡忠史、山本和義、安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、

藤谷和正、三嶋秀行、辻仲利政 ： 肝切除症例のドレーン管理に関する検討 。 第 73 回日本臨床

外科学会 、 東京 、 2011 年 11 月 

 

宮本敦史、辻江正徳、浅岡忠史、山本和義、安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、藤谷和正、

三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 ： 待機的消化器外科手術における HIV 感染の影響 。 第 24 回日

本外科感染症学会総会 、 三重志摩 、 2011 年 12 月 

 

増田慎三、藤原康弘、岩田広治、高野利美 ：乳癌骨転移患者の疼痛による生活の影響：denosumab

とゾレドロン酸の第 3 相比較試験より。 第 19 回日本乳癌学会学術総会 、仙台、2011 年 9 月 



岩田広治、藤原康弘、増田慎三、高野利美 ：骨転移を有する日本人乳癌患者に対するデノスマブの

有効性および安全性の検討。第 19 回日本乳癌学会学術総会 、仙台 、2011 年 9 月 

 

渡辺 亭、蔵並 勝、井上賢一、増田慎三、青儀健二郎、岩田広治、向井博文、大橋靖雄：2×2 フ

ァクトリアルデザインで検討した術後 AC および TAXAN の有効性-NSASBC02 試験。第 19 回日本

乳癌学会学術総会、仙台 、2011 年 9 月 

 

萩谷朗子、高橋かおる、徳永えり子、福内 敦、増田慎三、大野真司：若年性乳癌術後の乳房定期

検査の実態-多施設アンケートの結果より。第 19 回日本乳癌学会学術総会、仙台 、2011 年 9

月 

 

中山貴寛、下村 淳、石飛 真人、増田慎三、相原智彦、田中完児、宮内啓輔、野口眞三郎： 

OABAN(Osaka Area Breast Network)：大阪エリアにおける乳腺専門医を対象とした医療連携ネット

ワーク。第 19 回日本乳癌学会学術総会、仙台 、2011 年 9 月 

 

高野利美、藤原康弘、岩田広治、増田慎三 ：骨転移を有する乳癌患者におけるデノスマブとゾレド

ロン酸の比較：データカットオフ後データを含む解析結果。第 19 回日本乳癌学会学術総会、仙台、

2011 年 9 月 

 

 安井昌義、三嶋秀行、池永雅一、宮崎道彦、水谷麻紀子、山村順、辻江正徳、増田慎三、大宮英

泰、宮本敦史、平尾素宏、高見康二、藤谷和正、中森正二、辻仲利政 ： 切除不能遠隔転移を有す

る大腸癌に対する原発巣手術症例の検討 。 第 111 回日本外科学会定期学術集会 、 紙上  

 

 安井昌義、三嶋秀行、池永雅一、宮崎道彦、長谷川裕子、山村順、辻江正徳、増田慎三、宮本敦

史、大宮英泰、平尾素宏、高見康二、藤谷和正、中森正二、辻仲利政 ： 切除不能な遠隔転移を有

する stageIV 大腸癌に対する治療方針の検討 。 第 49 回日本癌治療学会学術集会 、 名古屋 、 2011 

年 10 月 

 

 安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、三嶋秀行、辻仲利政 ： 横行結腸進行癌に対する中結腸動脈周

囲リンパ節郭清を伴う腹腔鏡下大腸切除術 。 第 66回日本大腸肛門病学会学術集会 、 東京 、 2011 

年 11 月 

 

座長 ) 安井昌義 ： 大腸癌・イレウス 。 第 24 回日本内視鏡外科学会総会 、 大阪 、 2011 年 12 

月 

 

山村 順、増田慎三、水谷麻紀子、児玉良典、眞能正幸、中森正二、辻仲利政：病理組織学的悪性

度と再発時期から検討した術後フォローアップ期間の個別化。 第 9 回日本臨床腫瘍学会学術

総会 、横浜 、2011 年 7 月 

 

山村 順、増田慎三、水谷麻紀子、児玉良典、眞能正幸、中森正二、辻仲利政：ホルモン受容体陽



性乳癌の病理学的悪性度から検討した術後 follow-up 期間の個別化。第 19 回日本乳癌学会学術総会、

仙台、2011 年 9 月 

 

四方文子、梶原絹代、上田純子、尾池真理、森岡亜希子、山村 順、水谷麻紀子、苅田真子、増田

慎三、立花 泉：がん看護相談における乳がん患者の現状と今後の課題。第 19 回日本乳癌学会学

術総会、仙台、2011 年 9 月 
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宏、藤谷和正、中森正二、辻仲利政 ： 人工肛門周囲に発生した壊死性筋膜炎の一例 。 第 48 回

日本腹部救急医学会総会 、 金沢 、 2012 年 3 月 

 

 山岡雄祐、池永雅一、安井昌義、宮崎道彦、三嶋秀行、山本和義、浅岡忠史、宮本敦史、平尾素
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三嶋秀行 : 大腸がん化学療法 2011 年 。 川崎市東部 XELOX＋Avastin 講演会 、 川崎 、 2011 年 

9 月 
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三嶋秀行 : 大腸がん化学療法最前線～ASCO-GI2012 とこれからの臨床試験～ 。 第 1 回南大阪キ
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三嶋秀行 : 大腸がん化学療法最前線～ASCO－GI2012 。 Takeda Colorectal Cancer Meeting 、 大阪 、 

2012 年 3 月 

 

三嶋秀行 : よくわかる大腸癌の術後補助化学療法 。 今治消化器癌化学療法後援会 、 今治 、 2012 

年 3 月 

 

三嶋秀行 : 大腸がんにおける臨床試験の考え方 。 大腸癌化学療法セミナー 、 大阪 、 2012 年 3 

月 

 

三嶋秀行 : よくわかる大腸癌の化学療法 。 和歌山労災病院 地域医療連携勉強会 、 和歌山 、 

2012 年 3 月 

 

藤谷和正 : 匠の技 胃全摘術におけるかく清と再建について 。 匠の技～胃～ 、 大阪 、 2011 年 

6 月 

 

藤谷和正 : 胃がん手術における解剖学と 

今日の課題 。 熊本大学「肉眼解剖学」講義 、 熊本 、 2011 年 6 月 

 

藤谷和正 : 匠の技 胃 開腹胃切除術における膵の取り扱いについて 。 第 3 回匠の技～胃～ 、 

大阪 、 2011 年 12 月 

 

藤谷和正 : 進行胃癌の治療戦略と今後の課題 。 第 9 回弘前 TS-1 講演会  、 弘前 、 2011 年 6 月 

 



藤谷和正 : Backbone としてフッ化ピリミジン＋プラチナ療法と Herceptin のさらなる可能性 。 第
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増田慎三：大阪医療センターにおける進行再発乳癌の治療戦略。第 8 回日本乳癌学会中国四国地方

会 、香川 、2011 年 9 月 
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増田慎三：症例ディスカッション。第 3 回 Breast Cancer Case Conference in Tokyo、東京、2012 年 2

月 

 

増田慎三：大阪医療センターにおける乳癌診療の現状と展望。第 4 回 Breast Cancer Case Conference 

in Tokyo、東京 、2012 年 2 月 

 

増田慎三：新時代を迎えた乳癌骨転移治療。第 9 回日本乳癌学会東北地方会 、仙台 、2012 年 3

月 

 

増田慎三 ：特別講演：HER3 陽性乳癌の治療戦略。乳癌治療セミナー、大阪、2012 年 3 月 

 

増田慎三：進行再発乳癌におけるアバスチンのポジショニング。中外 e ｾﾐﾅｰ on Breast Cancer 、東

京、2012 年 3 月 

 

（司会）増田慎三 ： 第 1 回 Chugai Educational Seminar in Breast Cancer ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの司会。

第 1 回 Chugai Educational seminar in Breast Cancer 、東京 、2011 年 5 月 

 

（座長）増田慎三 ：「臨床試験が誕生するまで」 第 1 回  Chugai Educational seminar in Breast 



Cancer、東京、2011 年 5 月 

 

（司会）増田慎三 ： Osaka Breast Cancer Meeting、大阪 、2011 年 5 月 

 

（座長、司会）増田慎三  ：第 2Round 座長・司会。第 2 回 Chugai Educational Seminar in Breast 

Cancer  、東京 、2011 年 9 月 

 

（司会）増田慎三 ：乳がん周術期の治療戦略。 乳がん化学療法を考える会、大阪 、2011 年 10

月 

 

（座長）増田慎三 ：座長を務める。第 3 回 Chugai Educational Seminar in Breast Cancer、東京、

2011 年 11 月 

 

（座長）増田慎三 ： "看護セミナー「ママは乳がん、共に学ぶ子どもへの支援」”。第 9 回日本

乳癌学会近畿地方会、奈良 、2011 年 12 月 

 

（司会）増田慎三：アブラキサンの臨床での使用について。第 3 回 Osaka Breast Cancer Meeting、大

阪、2012 年 1 月 

 

 

(座長）増田慎三 ：乳癌治療における最新の知見 Session ③。 Chugai Breast Cancer 

Consensus Conference in Osaka、大阪 、2012 年 1 月 

 

（司会）増田慎三：総合司会。 第 2 回 Cinderella 研究会学術集会 、東京 、2012 年 1 月 

 

（座長）増田慎三 ： 第 4 回 Osaka Breast Cancer Meeting 、大阪 、2012 年 2 月 

 

（司会）増田慎三 ：乳癌化学療法について。ラウンドテーブルディスカッション-乳腺診療 2012、

大阪、2012 年 3 月 

 

（司会）増田慎三 ： 特別講演：HER2 陽性乳癌の治療戦略。 乳癌治療セミナー、大阪、2012

年 3 月 

 

安井昌義 : フォンダパリヌクスナトリウムによる腹腔鏡下大腸切除術施行患者の静脈血栓塞栓症

（VTE）の予防に関する有効性の検討～第Ⅲ相試験～ 。 Osaka Colorectal Cancer meeting 、 、 、 

2011 年 9 月 

 

安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、三嶋秀行、辻仲利政 : 腹腔鏡下結腸切除術の術前 MBP(mechanical 

bowl preparation)は省略可能か？ 。 第 24 回近畿内視鏡外科研究会 、 大阪 、 2011 年 10 月 

山村 順：ママは乳がん、ともに学ぶ子供への支援。第 9 回日本乳癌学会近畿地方会、奈良 、



2011 年 12 月 

 

山村 順：HER2 陽性乳がんの術前療法 Neo-ALLTO Trial。Osaka Breast Cancer Academia、大阪、

2011 年 9 月 
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辻仲利政： GIST 登録事業。第 17 回近畿 GIST 研究会、大阪、2011 年 9 月 

 

（座長） 中森正二 : 一般演題「遺伝子解析」 。 第 31 回 日本分子腫瘍マーカー研究会 、 名古

屋 、 2011 年 10 月 

 

( 司会 )   三嶋秀行 ： 外科医が緩和ケアで悩まないために 。 大阪外科緩和セミナー 、 大阪 、 

2011 年 5 月 

 

( 座長 )   三嶋秀行 ： 「主題 II  示説 II-6 StageIV の細分類」 。 第 75 回大腸癌研究会 、 東

京 、 2011 年 7 月 

 

( 司会 )   三嶋秀行 ： 外来化学療法は今、、、 。 OGSG2011 夏季セミナー 、 大阪 、 2011 年 

8 月 

 

( パネルディスカッション司会 )   三嶋秀行 ： 最新の切除不能大腸癌の治療戦略 。 アービタ

ックス学術講演会 2012 大阪 、 大阪 、 2012 年 3 月 

 

 藤谷和正 ： 個別化医療における HER2 病理診断の重要性   がん情報誌「Oncology Epoch」 、 東

京 、 2011 年 8 月 

 

 藤谷和正 ： 病期ⅢA/ⅢB 胃癌に対する術後補助化学療法としてのドセタキセル+TS1 療法の 6 か

月間継続投与の feasibility の検討 。 第 31 回「財団法人 がん集学的治療研究財団・一般研究助成」

研究発表会 、 東京 、 2011 年 12 月 

 

 藤谷和正 ： 「高齢者胃癌について」 「術後化学療法について」 。 胃癌治療における DS 療法

を考える会 、 大阪 、 2012 年 3 月 

 

( ビデオ討論司会 )  平尾素宏 ： 平成世代の食道手術 。 第 8 回平成外科研究会 、 大阪 、 2011 

年 7 月 

 

 ( 座長 )  平尾素宏 ： 胃がんの内視鏡治療ー異時多発癌の検討も含めて 。 第一回法円坂消化器

フォーラム 、 東京 、 2012 年 3 月 

 



 宮崎道彦、池永雅一、安井昌義、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 複数本痔瘻の検討 。 第 42

回東海肛門疾患懇談会 、 名古屋 、 2011 年 7 月 

 

 宮崎道彦、田中玲子、池永雅一、安井昌義、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : HIV 感染者におけ

る痔瘻（肛門周囲膿瘍）の臨床的検討 。 第 181 回大腸肛門病懇談会 、 東京 、 2012 年 3 月 

 

 大宮英泰、高見康二、辻仲利政、中森正二、上平朝子、白坂琢磨、小河原光正、栗山啓子、児玉

良典、眞能正幸 ： HIV 感染合併肺癌 2 切除例の報告 。 第 54 回関西胸部外科学会 、 高松 、 2011 

年 7 月 

 

 宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、辻仲利政 ： 肝切除における ERAS プロトコルに基づく周術期

管理 。 第 13 回大阪肝臓外科談話会 、 大阪 、 2011 年 11 月 

 

四方文子、金村愛香、齊藤明音、山村 順、水谷麻紀子、増田慎三、宮本ひとみ、渡津千代子：看

護ｾﾐﾅー一般演題 4 治療期、終末期にある患者とその子供への病状告知～2 事例を通しての報告。

第 9 回日本乳癌学会近畿地方会 、奈良 、2011 年 12 月 

 

 山本和義 ： XP/HXP 療法の使用経験 。 Gastric Cancer Conference in Osaka 、 大阪 、 2012 年 1 

月 

 

八十島宏行、増田慎三、山村 順、水谷麻紀子、上野裕之、中森正二、辻仲利政：進行・再発乳癌

に対する新規微小管阻害剤エリブリンの使用経験。第 9 回日本乳癌学会近畿地方会、奈良、2011

年 12 月 

 

      

 三賀森学、辻江正徳、田中麻紀子、山本和義、浅岡忠史、山村順、安井昌義、増田慎三、宮本敦

史、大宮英泰、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、高見康二、藤谷和正、三嶋秀行、中森正二、辻仲

利政 ： 拳上空腸拡張を伴う閉塞性黄疸に対して空腸バイパス術にて軽快を認めた 3 症例 。 第 581

回大阪外科集談会 、 大阪 、 2011 年 5 月 

 

三賀森学、辻江正徳、浅岡忠史、宮本敦史、中森正二、辻仲利政 : 膵管拡張によって見いだされた

膵体部腫瘍に対して膵分節切除を施行した 1 例 。 第 11 回阪神膵臓外科研究会 、 大阪 、 2012 年 

2 月 

 

武岡奉均、藤谷和正、山本和義、平尾素宏、浅岡忠史、辻江正徳、安井昌義、池永雅一、大宮英泰、

宮本敦史、宮崎道彦、高見康二、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 ： Parkinson 病症候群及び SMA

症候群を合併した胃軸捻転症の 1 例 。 第 582 回大阪外科集談会 、 大阪 、 2011 年 7 月 

 



 松井浩史、宮本敦史、三嶋秀行、辻江正徳、安井昌義、大宮英泰、池永雅一、平尾素宏、高見康

二、藤谷和正、中森正二、辻仲利政 ： 術後 11 年で腹膜再発をきたした卵巣顆粒膜細胞腫の一例 。 

第 189 回近畿外科学会 、 大阪 、 2011 年 6 月 

 

 宍戸裕二、浅岡忠史、宮本敦史、山本和義、安井昌義、大宮英泰、池永雅一、宮崎道彦、平尾素

宏、高見康二、藤谷和正、三嶋秀行、眞能正幸、中森正二、辻仲利政 ： von Recklinghausen 病に

合併した十二指腸乳頭部カルチノイドの 1 切除例 。 第 190 回近畿外科学会 、 大阪 、 2011 年 11 

月 

 

 宍戸裕二、山本和義、平尾素宏、藤谷和正、八十島宏行、水谷麻紀子、浅岡忠史、山村順、安井

昌義、増田慎三、宮本敦史、大宮英泰、池永雅一、宮崎道彦、高見康二、三嶋秀行、中森正二、辻

仲利政 ： 胃横行結腸瘻を合併した胃悪性リンパ腫の１切除例 。 第 585 回大阪外科集談会 、 大

阪 、 2012 年 1 月   

 

 山岡雄祐、池永雅一、安井昌義、宮崎道彦、三嶋秀行、八十島宏行、水谷麻紀子、山本和義、浅

岡忠史、山村順、増田慎三、宮本敦史、大宮英泰、平尾素宏、高見康二、藤谷和正、中森正二、辻

仲利政 ： 当院での大腸癌手術症例の時代変遷 。 第 584 回大阪外科集談会 、 大阪 、 2011 年 11 

月 

 

田口裕紀子、辻江正徳、田中麻紀子、山本和義、浅岡忠史、山村順、安井昌義、増田慎三、宮本敦

史、大宮英泰、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、高見康二、藤谷和正、三嶋秀行、中森正二、辻仲

利政 : Schonlein-Henoch 紫班病を併存した Meckel 憩室を先進部として発症した腸重積症の 1 例 。 

第 581 回大阪外科集談会 、 大阪 、 2011 年 5 月 
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増田慎三：情報提供活動に関する医学的見地からの助言(座談会）。 Astra Zeneca Breast C ancer 

Advisory Board Meeting  、大阪 、2011 年 8 月 

 

増田慎三：臨床開発化合物の医療ニーズや臨床的位置付についての検討を行う。乳癌領域における

臨床開発化合物の医療ニーズに関する検討会、大阪 2012 年 2 月 
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辻仲利政： 消化器外科ナースに求められること。第 26 回消化器外科看護セミナー、大阪、2011

年 2 月 

 

辻仲利政： GIST 治療のありかたについて。 第 16 回近畿 GIST 研究会、大阪、2011 年 4 月 

 

辻仲利政： 癌悪液質と筋蛋白代謝について。 第 1 回関西 BCAA 研究会、大阪、2011 年 3 月 

 



辻仲利政： 胃癌外科手術に関する臨床試験の展開。胃癌最新治療開発講演会、千葉、 2011 年 9

月 

 

辻仲利政： 総論～消化器外科ナースに求められること～。第 28 回消化器外科看護セミナー、神

戸、2011 年 9 月 

 

辻仲利政： 総論～消化器外科ナースに求められること～。第 28 回消化器外科看護セミナー、福

岡、2011 年 10 月 

 

辻仲利政： 総論～消化器外科ナースに求められること～。第 28 回 消化器外科看護セミナー、横

浜、2011 年 11 月 

 

三嶋秀行 : 消化器がん化学療法 。 第 2 回がん化学療法セミナー 、 京都 、 2011 年 5 月 

 

三嶋秀行 : 大腸がんで悩まないために 。 甲賀医療圏がん診療ネットワーク研究会市民公開講座 、 

甲賀 、 2011 年 6 月 

 

三嶋秀行 : 消化器がん化学療法 。 第 2 回がん化学療法セミナー 、 福岡 、 2011 年 9 月 

 

三嶋秀行 : 消化器がん化学療法 。 第 28 回消化器外科看護セミナー 、 神戸 、 2011 年 9 月 

 

三嶋秀行 : 消化器がん化学療法 。 第 28 回消化器外科看護セミナー 、 福岡 、 2011 年 10 月 

 

三嶋秀行 : 消化器がん化学療法 。 第 28 回消化器外科看護セミナー 、 横浜 、 2011 年 11 月 

 

三嶋秀行 : 大腸がんについて一緒に考えてみませんか？ 。 毎日新聞医療シンポジウム 、 大阪 、 

2012 年 3 月 

 

藤谷和正 : 変わりゆく胃がんの外科治療ー新ガイドラインとその課題ー 。 第一回法円坂消化器フ

ォーラム 、 大阪 、 2012 年 3 月 

 

平尾素宏 : 主要疾患とケア① 食道・胃 。 第 28 回日本消化器外科看護セミナー 、 神戸 、 2011 

年 9 月 

 

平尾素宏 : 主要疾患とケア① 食道・胃 。 第 28 回日本消化器外科看護セミナー 、 福岡 、 2011 

年 10 月 

 

平尾素宏 : 主要疾患とケア① 食道・胃 。 第 28 回日本消化器外科看護セミナー 、 横浜 、 2011 

年 11 月 

 



池永雅一 : 主要疾患とケア②大腸・直腸 。 第 28 回消化器外科看護セミナー 、 神戸 、 2011 年 

9 月 

 

池永雅一 : 主要疾患とケア②大腸・直腸 。 第 28 回消化器外科看護セミナー 、 福岡 、 2011 年 

10 月 

 

池永雅一 : 主要疾患とケア②大腸・直腸 。 第 28 回消化器外科看護セミナー 、 横浜 、 2011 年 

11 月 

 

増田慎三：講師を務める。第 9 回マンモグラフィ読影指導者研究会 、名古屋、2011 年 5 月 

 

安井昌義 : 日常遭遇する代表的な手術 。 第 28 回消化器外科看護セミナー 、 神戸 、 2011 年 9 

月 

 

安井昌義 : 日常遭遇する代表的な手術 。 第 28 回消化器外科看護セミナー 、 福岡 、 2011 年 10 

月 

 

安井昌義 : 日常遭遇する代表的な手術 。 第 28 回消化器外科看護セミナー 、 横浜 、 2011 年 11 

月 
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増田慎三：乳癌治療「ハーセプチン」保険の範囲拡大。朝日新聞、朝日新聞誌上、2011 年 9 月 

 

 


